
（別紙３）

～ 令和8年9月30日

（対象者数） 2 （回答者数） 2

～ 令和8年9月30日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

専門性を高めていけるよう研修の開催、さらに共

有をさらに深めていき、様々な角度からの療育に

繋げていく。

2

児童のその時のコンディションで取り組み方が左

右されるため、プログラムはバリエーション豊か

に用意し、スタッフ間での目的の共有を行う。

3

保育園や家庭での様子の共有、うまくいった事例

などを取り込み、こどもに馴染みやすいアプロー

チを統一していく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 職員の専門性の向上の研修を適宜修正していく。

2

3

○事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービスPocket

○保護者評価実施期間
令和8年9月1日

○保護者評価有効回答数

令和8年9月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年10月17日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

個別対応が必要な児童に対する職員の連携 療育の段階的な支援体制のさらなる充実

専門的療育の充実

こどもたち個々のレベルに合わせた課題の取り組み

の為に、ミーティングにて専門的な支援の内容を共

有し、どのスタッフが関わっても、療育の質を高め

ていけるような環境作りをしている。

集団活動を通じた周りとのコミュニケーションの獲

得

他者と様々なプログラムを通じて、成功体験を積み

上げられるように工夫している。

個別対応が必要な児童に対する職員の連携
気持ちの表出を言語化、またはジェスチャーでやり

取りができるようにアプローチをしている。

事業所における自己評価総括表公表


